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2023年 5月 21日発行 

大町山岳博物館友の会  第 195 号 

ゆ き つ ば き 通 信 
 

行事のご案内（友の会主催事業） 

      自然観察会 栂 池 自 然 園 

 白馬乗鞍岳や小蓮華岳の山腹に広がる不思議な平坦地、栂池自然園をめぐります。

今回はビジターセンターを訪ね、展望湿原までの約 6km の行程をゆっくり歩きたいと

思います。季節はミズバショウを終えて夏の花に移り変わっていきます。 

 

《期 日》 2023 年 7 月 9 日（日）午前 9時〜午後 4時（栂池高原ゴンドラリフト

起終点）  荒天中止（前日に実施の判断をします） 

《場 所》 栂池自然園周遊 

《集合解散》 集合：栂池ゴンドラリフト「イヴ」栂池高原駅(乗り場前) 午前 9時 

解散：栂池ゴンドラリフト「イヴ」栂池高原駅 午後 4時 

《対 象》 友の会会員 子ども～大人（会員知人同伴可） 

《募集人員》 20 名（定員になり次第締切） 

《講  師》 千葉悟志学芸員 

《参 加 費》 無料 栂池自然園までの交通費は各自で負担してください。集合時に

集金し団体運賃(大人各自 3300 円)で利用の予定です。あらかじめご

用意ください。 

《持 ち 物》 防水防寒具 帽子 サングラス 筆記具 昼食 飲み物 必要に応じ

て観察用具、図鑑等  

観察記録用のＡ４バインダーを現地でお渡しします。軽登山装備で、

リュック一つにまとめてください。 

《申し込み》 6 月 10 日～6月 30 日まで 電話・FAX または直接、友の会事務局へ 

（Tel/Fax0261-23-6334） 連絡先もお知ら

せください 

《当日連絡》 090-1217-9197（丸山卓哉） 

参考 大糸線 信濃大町 7:21→8:01 白馬 

バス  白馬 8:10→8:39 栂池高原 

   自家用車で大町から栂池高原駅までは約45分です。  
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 報 告  

令和 5年度山博友の会 総会 

《期 日》 4 月 23 日（日） 午後 3時 30 分 ～ 4 時 30 分 

《場 所》 山岳博物館講堂 

《参加者》 31 名 

 今年度の友の会の総会が去る4月 23日

に行われました。阿久根義宏さんの議事

進行により、提案事案はすべて承認され

ました。 

 会則の改定は、事務局の住所の明記と

会則改定の「出席者の過半数の同意」の追

加です。 

 

令和 5年度山博友の会 総会記念講演会 共催 大町山岳博物館 
「虫の眼で見た大町・安曇野の自然」 

那須野雅好 先生 

《期 日》 4 月 23 日（日） 午後 1時 00 分 ～ 3 時 00 分 

《場 所》 山岳博物館 講堂 

《参加者》 33 名 

 

 大町も好きということで、安曇野を主なフィールドとされる先生の昆虫のお話を話

題豊富に伺った。 

 自己紹介から。三郷村の職員から合併で安曇野市の職員に。マイマイガなど“不快

生物”の問い合わせがあると、外に出られることを喜ぶという仕事ぶりだったそうだ。

そして、マイマイガは日本で

は 3 年するとカビが流行して

発生しなくなるため、「3年す

ればいなくなる」とその市民

には言うという。そんな導入

で、感染症による虫の異常行

動や“日本のカミキリ”と出会

ったマツノザイセンチュウの

ことなど、話に引き込まれて

いく。 
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 那須野先生が田淵行男先生と出会い、その後記念館の建設委員になったりした。実

現しなかったというが、蝶の幼虫の飼育舎も作りたかったようだ。それは田淵記念館

での「むしの会」の活動にもつながっており、「子供の昆虫採集に市民権を」と訴え

ている。 

 大町の自然については、ヒメギフチョウやキクザキイチゲ、クモマツマキチョウ、

ニホンカワトンボや宮の森自然園などを挙げて、ポテンシャルの高さを見せつけられ

たという。 

 一方、安曇野ではツマグロヒョウモン、ナガサキアゲハ、ナナフシモドキなど近年

気になる昆虫の進出があるという。また、オオルリシジミ(安曇野市天然記念物)の保

全についてはいろいろなところが協議し連携しているが、砂防事業で河川が荒れなく

なった結果森林化し、蝶の食草環境がなくなってしまったという経緯もあり、彼らが

生きていく環境を大事にした

いと訴える。 

 公共事業にあたっては、希少

種などの保全について事業者

とあらかじめ協議し対応が可

能であり、開発側の意識も変わ

ってきている。また、改変が不

可避であっても記録保存がで

きるとし、埋蔵文化財のように

動植物の記念物も記録保存が

必要で、大町でも行ってほしい

と話された。 

 

アニマルトラッキング in中山高原 

《期 日》 2 月 23 日（木） 午前 10 時〜15 時  

《場 所》 大町市 中山高原、小熊山山麓 

《参加者》 18 名（役員 2名含む） 

《講 師》 藤田学芸員 

《役 員》 川崎（晃）・川崎（祐） 

 

何日か前にかなりの雨が降ったので、雪が融けてしまうのではないかと心配しまし

たが、また冷えて雪が降ってくれて無事行うことができました。予定よりも少し遅れ

て 10：30 ストレッチ後にスタートしました。 
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中山高原の入口あたりにかなりの足跡があり

ましたが、すべて大型の犬の足跡と人の足跡ば

かりでした。確かに犬を散歩させている方がい

らっしゃいました。 

もう少し奥まで進み明らかに犬ではない初め

ての足跡！肉球がはっきり見えました。藤田学

芸員からテンだと教えていただきました。さら

に奥に進み林を抜けたあたりで今度はヤマドリ

の足跡を見つけました。矢印のような形で一本

筋が通っていることからヤマドリの雄だと教え

ていただきました。雌は尾羽が長くないので筋

のような跡は残らないそうです。 

その後も足跡がいくつかありましたが、残念

ながらすべてテンの足跡でした。 

お昼が近くなったので集合場所の駐車場に戻り各自お昼ごはんにしました。宮澤会

長がみんなの分までジンギスカンをコンロで焼いて下さって、7 歳のお孫さんの柊平

くんがそれぞれ散らばって食べている一人ひとりに配ってくれました。宮澤さん、柊

平くんありがとうございました！ 

午後は藤田学芸員の提案で場所を変えることにしました。小熊山のふもとあたりの

林に車 13 台の大移動をしました。場所を変えて大正解。さっそくたくさんの足跡を

発見しました。蹄のあとがはっきりわかりました。蹄の数が 2つ（偶数なので偶蹄類・

奇数だったら奇蹄類）なのでシカかカモシカかイノシシか？さてどれでしょうか？と

問題を出されました。まずイノシシではない。副蹄のあとがない。シカかカモシカか？

通常カモシカは単独で行動するのでこんなにいっぱい足跡がつくことはない。結果、

シカということが分かりました。 

少し歩くとヤマドリの雌やリスの足跡やうさぎの足跡を発見することができまし

た。不思議な足跡も発見しました。

後ろ足の跡が 2 個、前足の跡が 1

個の足跡で片足をケガしているの

かと思いましたがそうではなく、

草食動物などは足を挫いてしまっ

たりしたら即命にかかわるので 1

本の脚を置いて大丈夫だったらも

う 1 本の脚もそこに置くそうで、

よく見たら足跡が重なっていまし
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た。足跡ひとつでその動物のいろいろなことを知ることができました。なんだか雪の

中をテンやうさぎが走り回っている様子が目に浮かぶようでした。３時間半のアニマ

ルトラッキングでしたが、藤田学芸員からたくさんのことを教えていただきました。

ありがとうございました！また資料をご準備いただいた宮澤会長、丸山さんありがと

うございました！またぜひ来年の冬も企画したいと思いました。 

 

【感想文】  初めての雪上アニマルトラッキング 

常山 幸子 

お借りしたスノーシューをはき、中

山高原のフィールドへ。 

さっそく、動物の足跡発見。何の足

跡か追究していく。まず、「鳥か動物

か。」動物だから、次は蹄の有無。蹄

がないので、「シカ・カモシカ」では

ない。足跡のつき方、肉球の形や大き

さ、雪の沈み具合をよく観察したうえ

で動物の生態などを考慮して総合的

に判断。これは、「テン」がこちら方向に歩いた足跡だという結論になった。その思考過

程が推理小説のようで楽しかった。 

林の中に入って散策したが、「テン」のほかは「ヤマドリの雌雄」の足跡にしか出会え

なかった。が、「ヤマドリ」の暮らしぶりも垣間見られたような気がした。 

他の動物の足跡を求めて、午後は小熊山山麓に移動。 

車から降りてすぐに、道端で「テン」と比べたら、大

きくて深い足跡をたくさん発見。教えてもらったように

みんなで推理。つけ加えて雪の状態や時間の経過そして

動物の生態を考えて、その足跡は「シカ」と判断。「シ

カ」は普段単独行動はしないらしい。 

その他にリス・キツネ・タヌキ・ウサギ・テンなどの

たくさんの足跡を観察できた。同じ「テン」でも最初に

見たのとは明らかに足跡のつき方が違う足跡もあった。

歩いてつけたのか走っていたのかなど動作、動物の状況、

個体差、環境や気象条件などでも微妙に違ってくる。そ
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んなことをいろいろ想像してみるのも楽しい。 

バーチャルでわかったような錯覚に陥りやすい現代。しかし、リアルの世界に身を置く

と直感でとらえられる情報量が格段に多い。こんな環境、地形のこんな所でウサギが通

り、キツネが違う方向に歩いていった。どっちが先に通ったか、何をするために通ったの

か、どこで寝て何を食べているのかそんな疑問が次々にわいてくる（当日、せっかく中山

高原付近の地形図を用意していただいたのに理解し役立てることができず残念）。 

参加の小一の男の子の五感を働かせ

集中して観察、発見したことをどんどん

発信していく姿が素敵でした。これから

もフィールドワークを大切にしていき

たい。包み込むような笑顔で素晴らしい

ガイドをしてくださった藤田学芸員さ

ん、こんな機会を作ってくださった方々

に感謝、そして参加の皆様ありがとうご

ざいました。 

 

 

報告 山岳博物館事業 「ライチョウのこれからを考える」 

 2 月 21 日から 26 日にかけて、博物館、サン・アルプス大町でライチョウの各種イ

ベントが開催された。 

 25 日、26 日と行われた講演会では、中村浩志先生からは「解明されたライチョウ

の生態と進化(講演 1)」と「中央アルプスにライチョウを復活させる(講演 2)」の２

題が、栗林学芸員からは「山博ライチョウ飼育の挑戦(講演 3)」が話された。 

 講演 1では中村先生のライチョウとの関りを含めてお話があった。先生は外国のラ

イチョウを見て日本のライチョウの特異性に気づかれた。友の会が進めたライチョウ

を語る会からライチョウ会議のこと、個体識別や DNA 調査による分布系統、盲腸フン

による腸内細菌と免疫のこと、温暖化の影響やこれからのライチョウ保護の話をされ

た。 

 講演 2では羽田先生の夢でもあったライチョウの野生復帰について、動物園から山

に上げた雛の状況や家族ごとの移動、ケージ保護による天敵からの保護(特にニホン

ザルが問題)のことなどを話された。5年後には 100 羽に増やし、最終的には人の手を

借りなくても集団を維持できるレベルである 300 羽にしたいと話された。 

 講演 3では、種の保存、調査研究、教育・普及活動としての動物園での飼育の役割
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が示され、大町山岳博物館での 60 年来の研究活動が紹介された。現在環境省の保護

計画により第 2ステージとなっており、野生への復帰を目指した腸内細菌の研究や孵

化率の向上、さらなる野生のライチョウの生息状況の把握など、課題と方針が話され

た。 

 講演の後はお二人が壇上に上がり、様々な質問に答えられた。 

 会場には中村先生による写真展示がされ、先生は積極的に来場者ともお話しされた。

また、友の会員によるライチョウガイドも 2日間行われた。 

 

 

報告 山岳博物館事業 山のサイエンスカフェ in さんぱく 2023 

 山博の学芸員、職員により研究発表や話題提供が行われました。本来ならお茶を飲

みながらいろいろな議論が欲しかったところですが、大町ゆかりの“水”がそれぞれ

に配られました。 

 

前期 3 月 5 日 

1) 山岳地域と人里での気候変動の様相（鈴木啓助館長） 

 ここ 30 年間の気候の変化について、エアコンなどにより市街地と山間部(人の少

ないところ)での気温の変化に差があり、大町でも冬の気温はあまり変化がないが

他の季節は気温が上昇気味であることを話された。 

2) 大町市におけるアライグマ最前線（藤田達也学芸員） 

 飼育下からの逃亡や放獣によって野生化したアライグマが大町市にも侵入して

いるかどうか、建物の爪痕から追跡した結果、高瀬川水系を中心に 5か所でアライ

グマのものと判定されるものがあり、安曇野方面から侵入している可能性が判明し、

空き家や畑の管理の必要性を話された。 

3) 居谷里湿原にみるミズバショウとリュウキンカのくらし（千葉悟志学芸員） 

 友の会会員を含めた研究活動から、それぞれの生活史を流水をキーワードとして
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お話しされた。ミズバショウは寒冷の

指標であるが耐寒性は高くなく流水環

境で繁殖成長が行われ、リュウキンカ

の種子は流路で運ばれ乾燥や結氷は悪

影響を及ぼすことが話された。 

 

後期：3月 12 日 

1) 大町とオオカミ（栗林勇太学芸員） 

 前回の大町に伝わる“オオカミの頭

骨”の話を進めて、遺伝子的な調査からのニホンオオカミあるいはヤマイヌの分類

について話され、併せて民俗的な話もされた。北安曇での最後は池田広津の明治 30

年ころとされ、その他の目撃についても言及された。 

2) 仁科山地の地質と斜面崩壊（太田勝一専門員） 

 企画展「仁科山地の成り立ち」の番外編として、青木湖と中綱湖の成因について

青木-中綱断層を想定した佐野坂丘陵の崩壊成因に加えて、岩塊の熱水変質に起因

する「中綱地すべり」や神城断層の活動に成因を求めた話をされた。 

3) 北安曇の旧石器時代～北安曇地方に人々が暮らすようになるまで～（清水隆寿副館長） 

 “日進月歩”の考古学の話しで、青木湖での 2.5 万年前の白浜遺跡の旧石器文化

について、人類の誕生から世界的な入れ替わりや移動、日本への道筋、国内の旧石

器文化にふれてお話しされた。 

※会場では、展示室で試行されている QR コードでのスマホ解説の体験も行われました。 

 

 

 活 動 報 告 《 守 屋 山 山 行 》 

《月日》2月 4日（土） 《天気》曇り時々晴れ 《参加者》13 名 

 

《コース状況：その他周辺状況》 

下見の時と比べて寒波の影響もあり雪は増えていました。駐車場からアイゼンをつ

けて歩きました。アイゼンをつけていなかった島さんは滑って歩きづらそうでしたの

で東峰頂上で川崎のチェーンスパイクをつけてもらいました。12 本爪のアイゼンを

持っていらっしゃいましたが、チェーンスパイクの方が歩きやすいと判断してつけて

いただきました。人気の山らしく登山者もかなり多かったです。 

 

《感想》 

今回本当に久しぶりに島さんが参加してくださいました。久しぶりの山ということ

で途中腿が痛くなってしまって辛そうでしたが、島節は絶好調で、すれ違う人を捕ま

烏帽子の会 
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えては冗談を言って笑わせてい

ました。西峰頂上で島さんの 80

歳のお祝いをしました。久しぶ

りの山で 80 歳（もうすぐ 81 歳）

で元気に頂上に立っていらして

本当に頭が下がる思いです。私

が80歳になって山に行けている

のか疑問です。 

なんとかみんな無事に駐車場

に帰ってこられたと思ったら、

今度は島さんの車のバッテリー

が上がってしまってエンジンがかからないというアクシデントがありました。 

早川さんの奥様が駐車場にいたほかの方に

声をかけてくれて奇跡的にブースターケーブ

ルをもっていた方がいてエンジンをかけるこ

とができました。本当によかったです。 

宮田さんのアイゼンが途中何度もはずれて

しまったり、太田さんの両腿がつったりといろ

いろなアクシデントはありましたが、なんとか

無事に帰れてよかったです！！ 

             川崎 晃 記 

 
《コースタイム》 

松川村道の駅 7：00～スイス村駐車場 7：15～諏訪 SA(トイレ休憩）～守屋山駐車場 8：40 島さ

んと駐車場で待ち合わせ出発 9：00～水呑み場 9：45～守屋山西峰頂上 11：45～昼食 12：15～水

呑み場 13：30～駐車場 14：20  上り 2時間 45分・下り 2時間 5分 合計 4時間 50分 
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 次回は、5 月 27 日（土）に、西山城址とサントリー天然水北アルプス信濃の森工

場、総会を予定しています。なお、サークル人数が多くなったため、烏帽子の会の新

規募集はしておりません。 

サークル烏帽子の会へのお問い合わせは、事務局（電話：0261-23-6334）まで 

 

 

 大型連休の付属園まつり(5/2-5/6)で

は、ライチョウガイド、クイズラリー受

付および館内ガイドの活動を行いまし

た。ライチョウガイドには 1302 人、クイ

ズラリーには 219 人(参加スタンプ押印)

に参加いただきました。担当された栗林

学芸員よりお礼の言葉をいただいていま

す。 

 これからは、第三日曜日（原則）に博

物館の環境整備（除草等）、発行物の封

入・発送、各種事業の補助や受付などを

行っていきます。 

 6 月 25 日には研修として『十日町市立

里山科学館越後松之山「森の学校」キョ

ロロ』を訪ねる予定です。里山の保全と活用に特筆すべき博物館です。 

ボランティアサークルへのお問い合わせは、事務局（電話：0261-23-6334）まで 

 

ゆきつばき通信編集室より          
 新しい年度となって最初のゆきつばき通信をお届けします。とりあえずご案内する事業は

7 月 9 日の栂池自然園での自然観察会です。そのほかの事業もいろいろ調整中ですので、続

報をお待ちください。三戸呂拓也さんの講演会・イベントは 9月 2日 3日になっています。 

 博物館では企画展「ホネ展」が行われています。機能によって発達した動物のホネがわか

りやすく展示されています。ぜひご覧ください。 

                                （丸山卓哉） 
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ボランティアサークル 


